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【手続補正書】
【提出日】平成28年10月28日(2016.10.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
水中油型エマルジョンの形にある化粧料組成物であって、
 2-アクリルアミド-2-メチルプロパンスルホン酸ポリマー、
 2-アクリルアミド-2-メチルプロパンスルホン酸とアルコールアクリレート又はアルコー
ルメタクリレートとのコポリマー、及び
 疎水的に変成されたイヌリンベースの両親媒性ポリマー
を少なくとも含み、上記エマルジョンの小球は15～500ミクロンの平均サイズを有し、及
び油性相は上記組成物の総重量に対して35重量%未満の量で存在することを特徴とする、
上記化粧料組成物。
【請求項２】
上記組成物の総重量に対して活性物質として0.01重量%～5重量%の2-アクリルアミド-2-メ
チルプロパンスルホン酸ポリマーを含むことを特徴とする、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
上記組成物の総重量に対して活性物質として0.01重量%～5重量%の2-アクリルアミド-2-メ
チルプロパンスルホン酸とアルコール(メタ)アクリレートとのコポリマーを含むことを特
徴とする、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
2-アクリルアミド-2-メチルプロパンスルホン酸とアルコール(メタ)アクリレートとのコ
ポリマーは、2-アクリルアミド-2-メチルプロパンスルホン酸とC16-C18アルコール(メタ)
アクリレートとのコポリマーであることを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項５】
上記組成物の総重量に対して活性物質として0.01重量%～5重量%の疎水的に変成されたイ
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ヌリンベースの両親媒性ポリマーを含むことを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項６】
イヌリンの疎水基が、C4-C32アルキルカルバメート又はC4-C32アルキルエステル基から選
択されることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
疎水的に変成されたイヌリンベースの両親媒性ポリマーが、チコリーイヌリンに基づくこ
とを特徴とする、請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
上記油性相が、上記組成物の総重量に対して5重量%～35重量%の量で存在することを特徴
とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
活性物質としての2-アクリルアミド-2-メチルプロパンスルホン酸ポリマーの量に対する
油性相の量の比が、40～200であることを特徴とする、請求項１～８のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項１０】
活性物質としての2-アクリルアミド-2-メチルプロパンスルホン酸とアルコール(メタ)ア
クリレートとのコポリマーの量に対する油性相の量の比が、50～200であることを特徴と
する、請求項１～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
活性物質としての疎水的に変成されたイヌリンベースの両親媒性ポリマーの量に対する油
性相の量の比が、50～200であることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか一項に記
載の組成物。
【請求項１２】
上記エマルジョンの上記小球の平均サイズが、15～300ミクロンであることを特徴とする
、請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
少なくとも１つのゲル化剤をまた含むことを特徴とする、請求項１～１２のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１４】
請求項１～１３のいずれか一項に記載の化粧料組成物を調製する為の方法であって、上記
油性相が、低いせん断力で水性相内にもたらされる、上記方法。
【請求項１５】
ケラチン物質を処置する為の化粧方法であって、請求項１～１３のいずれか一項に記載の
化粧料組成物がケラチン物質に施与されることを特徴とする、上記化粧方法。
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